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１．研究計画の概要 
 
(1) 本研究が目指す全体的な構想は、南都の古
寺社が所蔵してきた歴史資料について、それぞ
れの資料群の伝来過程を明らかにし、資料群の
性格を究明する点にある。本研究課題ではその
一階梯として、近代以後に、資料群の保管場所・
管理体制等がいかに変化したか、すなわちその
動態を跡づける。特にまずは、本来伝来した場
所から流出した状態で、現在保管されている資
料群の性格を、明らかにせんとするものである。 
 現在、南都の寺社には未整理の資料が多く存
在しているが、それらは、近世以前には別々に
伝来した資料群が、混在した状態になっている
のが普通である。それらは大きく分けると、①
その寺社本体に伝来した資料群・②寺社の塔頭
に伝来した資料群・③近代に他の寺社から流入
した資料群 の三種類に分類できる。本研究で
はまずは、③、さらには②を詳しく調査研究し、
それらの資料群の性格を明らかにしたい。その
ような研究は、③・②の資料群自体を明らかに
するとともに、①を抽出する作業ともなるはず
である。 
 研究対象は、広く南都の古寺社を含むが、重
点的に対象とするのは東大寺であり、それに次
ぐのは興福寺である。 
(2) そこでまずは、東大寺図書館所在の中村準
一寄贈文書に関する調査研究を行なう。これは、
上記の③にあたり、近代に東大寺に流入した資
料で、興福寺に関係する内容を持つ。その後、
②東大寺の塔頭に伝来したと思われる資料を調
査し、さらには①東大寺本体に伝来した資料に
及ぶ。 

 また、興福寺についても③近代に流入した資
料群・②塔頭に伝来した資料群を分別して調査
する。また、他の寺社についても資料の実態把
握に努めるとともに、必要に応じて調査をおこ
なう。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) 三ヶ年にわたる調査によって、東大寺の中
村準一寄贈文書（新修東大寺文書聖教第１５
函・第３５函・第４３函・第４４函・第５６函・
第７５函・第９３函・第９８函・第９９函）に
ついては、一通りラベル貼り・文書データのパ
ソコン打ち込みが終了したところである。それ
らの総点数は四千点以上に及ぶ。それらは、中
村家にかかわる江戸時代中期～明治時代の資料
群である。江戸時代には中村家は、興福寺の唐
院・新坊の承仕等を世襲しており、その関係資
料が多くを占める。唐院・新坊の承仕は近世興
福寺の実務を取り仕切る立場にあり、その実態
解明に資する資料と評価できる。また、江戸時
代後期～明治初年にわたる詳細な日記が現存し
ている。特に、明治維新期の日記が現存してい
る点が貴重である。激しい廃仏毀釈の波を被っ
た興福寺の実態を解明する上で重要な資料であ
るので、現在、その一部の翻刻を試みている。
ただし、文字はなかなか難解な点もあり、正確
な釈文を作成するのに難渋しているところであ
る。 
(2) またそれ以外の資料群については、新修東
大寺文書聖教第2函1括1号の「東大寺大勧進文書
集」に関して、全文翻刻・校訂と詳細な調査検
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討を実施し、その成果を雑誌『南都仏教』に掲
載した。鎌倉時代の東大寺再建事業について、
重源没後の時期における基礎史料と評価できる
ものであり、極めて重要な内容を有している。
それゆえ、今回の研究は東大寺史研究に大きく
寄与するものである。その伝来過程についても、
建仁寺に伝来した文書を鎌倉時代中期に東大寺
で書写したものであることなどが明らかとなっ
た。 
(3) 興福寺や他の寺社については、調査の機会
に、資料の概要把握に努めているところである。
その他、明治時代の研究者である関野貞が、奈
良で文化財調査をしていた時期の日記を、単行
本『関野貞日記』の一部として翻刻・公刊した。 
 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している 
 当初計画では、2007年度に、中村準一寄贈文
書の調査を一通り終了させることを目指してい
た。その達成が2008年度になったので、その点
ではやや遅れている。その原因は、内容の難解
さ・量の多さにより調査にやや時間を要したが、
しかしながら、調査場所の確保の問題により、
調査期間はやや短めにしか確保できなかったこ
とに依る。しかし一方で、中村準一寄贈文書中
に発見した日記の翻刻や、東大寺大勧進文書集
の調査検討など、より詳細な研究を別途立ち上
げ、理解を深める努力をしているところである。
特に東大寺大勧進文書集については、2008年度
にその成果の公表にまで至った。そのような現
状を鑑み、おおむね順調に進展していると評価
した。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1) 研究の延長申請が認められ、2013年度まで
延長できることとなった。そこで、今後はまず
は、中村準一寄贈文書の目録の整理を進め、公
表にまでこぎ着けたい。平行して、明治維新期
の日記など、重要資料の更なる検討も欠かせな
い。 
(2) 中村準一寄贈文書の調査の後は、当初計画
では、新修東大寺文書聖教のうち、塔頭に伝来
した資料群と、東大寺本体に伝来した資料群の
中から、前者のみをピックアップして調査する
計画だった。しかし、ピックアップするにも手
間がかかり、そして比較的長期にわたる調査期
間を与えられることになったので、まずは両者
を区別することなく調査をおこない、一通りの
調査終了後に、それぞれの資料群を詳細に検討
する、という手順で調査を進めることとしたい。 
(3) 新修東大寺文書聖教の調査にメドがついた
折には、興福寺をはじめとして、他の寺社の資
料も調査対象とする。ただし興福寺の場合は、
流出してまた寺に戻っている資料なども多く、
複雑な過程を経ているようであり、その動態の

把握は容易ではない。ただし、中村準一寄贈文
書中に発見した、明治維新期の日記などは、興
福寺資料の動態にも大いに関係するはずであり、
そのような資料も援用しながら検討を加えたい。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には
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